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プーチン内 閣 の布 陣 に関 する続 報
 

 

はじめに 

 ロシアでは、５月８日に前大統領のプーチン氏が首相に就任し、同12日には政府機構の

構成と閣僚人事も固まり、プーチン内閣が発足した。これについては、本誌５月15日号

（No.1429）に掲載したレポート「プーチン内閣における経済官庁・閣僚」で報告したとお

りである。 

 その後、各省庁の概要を定めた一連の政府決定が制定され、ロシア新政府および各省庁

の具体像が徐々に明確になってきた。その一方で、貿易の管理権をめぐり、経済発展省と

産業・商業省の間で、紛糾が続いている。他方、連邦漁業庁が、農業省の管理下から外れ、

政府直轄となるという見逃せない動きもあった。 

 そこで、本稿では、前回のレポートに補足する形で、プーチン内閣の布陣に関する続報

をお届けする。 

1 




